
村内在住で在宅介護されているご家族の方に福祉車両の貸し出しを行っています。

◆ご利用にあたり、入所施設からの通院はご利用できませんのでご注意ください。
　お困りの場合はお気軽にお問い合わせください。

※福祉機器・車両の貸し出しは社会福祉協議会の会員様（社協会費納入の方）限定とさせていただいております。
　社協会費とは、各区自治会長様のご協力のもと年間１，０００円を納入している会費です。
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必要になった時
ご相談下さい

◆使用料…無料
◆ガソリン代…自己負担
◆ご利用回数…原則月2回まで、1回のご利用について2日以内
◆お申込期間…利用される日の1ヶ月前から5日前までにお願い致します。

村内在住で在宅介護されている方に福祉機器を無償で貸し出しています。
＊介護用ベッド（手動式タイプ）　　＊車椅子（子供用もございます）
◆貸し出し期限はございません。必要な期間ご使用ください。
　なお、長期入院入所などの場合は一度返却をお願いいたします。

「住民支え合いマップづくり、個別避難計画作成」「住民支え合いマップづくり、個別避難計画作成」
　１１月１４日新井地区、１５日長岡・山子田地区、１６日広馬場地区が役場庁舎内会議室において、自治
会長はじめ各区役員、民生児童委員、ささえあい協議体、榛東駐在所、消防団、防災ボランティア、学
校関係者、ＪＡ榛東職員が参加し、災害時や日常の非常時に支援を必要とする方・世帯（避難行動要支
援者）を地域全体で見守るネットワークを構築するため「住民支え合いマップづくりと個別避難計画作
成」を開催しました。

　マップづくりは、世代を超えた顔の見える地域の関係づくりになり、情報共有することで実効性のあ
る避難計画や日頃の見守り活動、災害から高齢者等、自ら避難が困難な方の命を地域の支援者と共に
守り、安心して暮らせる地域づくり「近助」につながると考えられます。
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　本事業は、榛東村地域福祉活動計画で計画されてい
る「地域における要援護者情報の把握と共有」に基づき、
詳細情報を住宅地図に示し、避難行動要支援者を中心と
した総合的な支援体制のマップづくりを実施し、地域住
民の顔の見える関係づくり（地域力の向上）や避難行動
要支援者等の福祉ニーズの把握を目的としています。
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　佛教大学キャリアサポーター専任講師の後藤
至功先生（内閣府防災検討委員）が急きょ京都
から駆けつけてくださり、今後につながる大切
な評価をいだだきました。
　また、今年度も県内から多くの方々が視察に
訪れ、本会の取り組みを見学しました。
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　今年度は、昨年実施した個別避難計画に基づく、避難訓練の検証を参考に、施設への避難
が必要な方は高齢者施設（社会福祉法人榛永会、医療法人井野整形外科・リハビリ・内科）へ
の直接避難が可能となり、より実践的な個別避難計画が更新されました。

①マップづくりは、行政区地図に要支援者宅（一人暮らし、高齢者世帯・障がい児者等）、支援者
宅と危険箇所や除雪優先歩道を色分けし確認。
②避難行動要支援者名簿は、本人や家族に同意を得た方を対象に迅速な避難行動ができるよう
身体の状況等に合わせて細分化し記載（身体状態区分 ： S・A・B・C）。
③個別避難計画の作成は、避難行動要支援者名簿の方を対象に災害時に誰が支援するか、どこ
に避難するかなど、あらかじめ記載した計画。
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「住民支え合いマップづくり、個別避難計画作成」「住民支え合いマップづくり、個別避難計画作成」

見守りネットワーク事業毎年更新！ 総勢263名が参加毎年更新！ 総勢263名が参加
京都より来村

ありがとうございました！


